









― 277 ―熊本学園大学論集『総合科学』　平成25年（2013年）６月30日 (471)
 






































琴子　　　　　女　　　　　　　　衛                  　欣一　　　　　　雅男
　　　　　　賀衛（文久３年生）                        　斐
　　　　　　千代壽（江上氏）　　芳江（大麻氏）   元男（大野氏）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禎








































































































国語・漢文・作文・演習 独 語 講 読 独 語 文作 会 独 語 会 書





国語・漢文・作文・演習 独 語 講 読 独 語 文 作 独 語 会 書
68 82 64 71 68 52 56 59 72 72 82 75
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― 286 ― 熊本学園大学論集『総合科学』　第19巻　第２号　（通巻38号）(480)































Stilistik, Metrik, Poetik 同
Geschichte der Deutschen Literatur 同




Hebbel und Gutzkow 同
Otto Ludwigs Werke 同




Modern Ger. lyrics 同
Lessings Werk 同
History of Ger. Literature 同
Goethes Faust 同































の及び着手中のものはHebbelのMaria Magdalena, Gutzkowの Uriel 
Acosta, Ludwig の Makabar, Zwischen Himmel und Erde, Heiterlei, 
(12)



































葬儀屋（プーシキン） 第16巻８号 明治43年８月 49-57頁
女とはどんなものか 第16巻９号 明治43年９月 25-31
民謡詩人フリッツ・ロイテル 第16巻12号 明治43年12月 35-38
輓近独逸絵画論 第17巻３号 明治44年３月 18ｰ26
逝けるシュピール・ハーゲン 第17巻４号 明治44年４月 72ｰ76
天才詩人クライスト 第17巻11号 明治44年11月 26ｰ33
日本の演劇 第18巻２号 明治45年２月 １-８
窖
あなぐら
（アルテンベルヒ） 第20巻８号 大正３年８号 15ｰ17




















































































































































































































Schiller, Maria Stuart（181）; Jungfrau von Orleans（119）; Die Braut 
von Messina（65）; Tell（244）; Demetrisus（25）．
Goethe, Faust, zweiter Teil（204）．
Kleist, Der zerbrochnene Krug（52）; Das Kätchen von Heilbronn（65）; 
Prinz Friedrich von Homburg（47）．
Grillparzer, Die Ahnfrau（43）; Sappho（45）; Medea（40）; Des 
Meeres und der Liebe Wellen（47）; Der Traum ein Leben（28）; Weh 
dem, der lügt（28）; Die Jüdin von Toledo（36）．
Wollf, Musik von Weber（55）．
Laube, Graf Essex（26）; Die Karlsschüler（34）．


























































































































































































































































― 310 ― 熊本学園大学論集『総合科学』　第19巻　第２号　（通巻38号）(504)










































































































































































































































































































































































































― 321 ―熊本医科大学予科教授　魚住 衛略伝 (515)
18）『五高五十年史』所収「任命順職員一覧表」による。
19）『熊本医学専門学校校友会雑誌』第30号（大正９年４月発行）の「雑報」欄は11月31日の「優
勝祝賀競射会」で魚住教授が優勝したと報じている。
20）山崎正董「新入生を迎へて――宣誓式告辞」（『鎮西医海時報』23号，昭和４年５月）
21）昭和６年３月号『郷友雑誌肥後』の「時報」欄は次のように報じた。
「魚住衛氏母堂　熊本市外清水村津浦（熊本医科大学学生主事）魚住衛氏母堂千代子刀自は
予て病気加療中の処の処二月二十三日に逝去した。」
なおその死は『鎮西医界時報』（昭和６年３月）では24日死去と報じられた。
22）学士会『会員氏名録』（昭和16年用）35頁。
23）詳しくは拙稿「熊本薬専教授上田茂次郎」（上村『九州の日独文化交流人物誌』，2004）を参
照。同書90-91頁。
24）詳しくは拙稿「熊本の日独交流人物誌」（『熊本日独協会創立45周年記念誌』，2007）を参照。
同書28ｰ29頁。
25）詳しくは拙稿「第五高等学校外国人教師履歴」（上村『九州の日独文化交流人物誌』，2004）
を参照。同書165ｰ167頁。
26）詳しくは拙稿「東洋医史学者フランツ・ヒューボッター博士」（『日本古書通信』695号，昭
和62年３月）参照。
27）筆者が参照した『熊本医科大学一覧』昭和11年版，同12年版，同13年版及び同「自14年至
15年」版においても独語に関する記述は見られない。
28）熊本大学に教養部が設置されたのは昭和39年（1964）のことで，その時点では魚住は非常
勤講師を辞めていたので，栗崎氏の記憶違いであろう。厳密には教養科目担当の非常勤講
師室のことであろう。
付記：魚住氏家系図については魚住衛の甥に当たる魚住秀男氏（豊田市在住）よ
り資料の提供を受けた。また熊本大学の五高記念館と肥後医育記念館には写真資
料などで大変お世話になった。記して謝意を表したい。
(45)
